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五
月
二
十
二
日
、
伊
集
院
小
学
校

で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
校
舎
改
築
の
た
め
時
期
を
早
め
て

の
開
催
。

　
午
前
中
、
一
時
大
雨
と
な
り
中
断

し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
祈
り

が
通
じ
た
の
か
、
素
晴
ら
し
い
五
月

晴
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

大
き
な
声
援
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
五
月
三
十
日
、
伊
作
小
学
校
の
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
の
運
営
方
針
で
今
年
度
か
ら

春
の
開
催
に
な
っ
た
も
の
で
、
台
風

の
影
響
に
よ
り
、
順
延
し
て
月
曜
日

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
台
風
一
過
、
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
今
ま
で
の

練
習
の
成
果
を
出
そ
う
と
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
し
た
。

HIOKI FEATURE

伊集院小学校
運動会

伊作小学校
運動会

～
新
緑
の
輝
く
季
節
～

　
　
　
春
の
大
運
動
会
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　現在のテレビ（地上アナログ）放送は、７月 24日で、すべて
終了し、地上デジタル放送（地デジ）に完全移行します。
　地上デジタル放送を視聴するための準備が必要となり、お済
みでない方はテレビを見ることができません。
  《地デジ受信の準備をお急ぎください！》

地デジに関するお問い合わせ
総務省　鹿児島県テレビ受信者支援センター（デジサポ鹿児島）

TEL 833－2020
【受付時間】平　日　　　：午前９時～午後９時
　　　　　　土・日・祝日：午前９時～午後６時

　アナログ放送をご覧の皆さまを対象に、「お住まいの地域は地デジが映るのか？」「どうしたら見れる
のか？」などの相談を受ける臨時相談コーナーを設置します。事前の申し込みは必要ありません。
　お気軽にお越しください。
　　・設置期間：平成23年６月15日（水）～８月26日（金）（土・日・祝日を除く）
　　・設置場所：日置市役所本庁（１階ロビー）
　　・相談対応：対面・戸別訪問・簡易な測定・電話など
　【お問い合わせ先】
　　　デジサポ鹿児島　　　　　　TEL812－8001
　　　市役所企画課企画調整係　　TEL273－2111

アナログテレビ放送は、
７月 24日正午に終了します ！！

[ アナログテレビ放送終了までの画面イメージ ]
７月１日以降 ７月 24 日正午以降 停波後

➡ ➡

通常番組の画面上に終了日までの
カウントダウン等を表示します。
定期的に、全画面スーパーや

ブルーバック等の「お知らせ画面」が
短時間挿入されます。

７月 24日正午から
ブルーバックの

お知らせ画面を表示します。
24時までに停波します。

７月 24日 24時までに
停波し、

この後は、映りません。



2011.6 4

消したはず
決めつけないで もう一度

平成 23 年度
全国統一防火標語

東日本大震災災害派遣
　平成 23年３月 11日（金）に発生した東北地方太平洋沖地震の被害者救出のため緊急消防援助隊
鹿児島県隊（108 人）として、日置市消防本部から４人の隊員が、陸路約 2,000㎞を高規格救急車
１台、支援車１台に乗り、宮城県石巻市に出動しました。
　３月 14日～ 19 日の間、隊員たちは厳しい環境の中、けが人や急病人の救助、搬送などの活動を
行いました。

　
四
月
六
日
夜
、
東
市
来
町

の
江
口
漁
港
で
高
さ
約
六
㍍

の
堤
防
か
ら
海
に
転
落
し
た

親
子
を
、
付
近
に
住
む
三
人

が
、
魚
船
や
ロ
ー
プ
を
使
用

し
て
救
助
し
ま
し
た
。

　
三
人
の
迅
速
な
判
断
と
勇

気
あ
る
行
動
に
よ
り
、
尊
い

人
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
、

消
防
本
部
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置
に
総
務
省
か
ら
総
務
省
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
事
業
所
は
、
二
十
人
の
消
防
団
員
が
勤
務
し
、
平
成
二
十
二
年
一
月
に
は
、

日
置
市
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
ね
て
か
ら

地
域
に
お
け
る

消
防
・
防
災
の

充
実
強
化
に
貢

献
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
回

の
表
示
証
受
賞

と
な
り
ま
し

た
。 総

務
省
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
受
賞

人
命
救
助
表
彰

▲日置市消防本部での出発式

川崎博之さん、川崎和行さん、小松三郎さん

▲現地に到着した鹿児島県隊
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身近に起こる！熱中症
　暑さや熱による身体の障害を総称して「熱中症」といいます。
　熱中症は、体温の上昇を伴わない日射病と熱けいれん、体温上昇を伴う熱疲労
と熱射病があります。
　体調不良を感じたら無理をせず早めの対応が必要です。

熱中症を予防するには・・・・対策
　１　寝不足や体調不良のときは、屋外での作業や運動は控えましょう。
　２　こまめに水分を補給し、休憩を取りましょう。
　３　通気性や吸湿性のよい涼しい服装を心掛けましょう。
　４　乳幼児や高齢者は熱の変化に弱いので、周りの環境に注意しましょう。
　５　屋外だけではなく、屋内での熱中症にも注意しましょう。

熱中症かな？と思ったら・・・処置
　１　自分で飲めるようであれば、水分補給をしましょう。
　　　（スポーツドリンクなど電解質を含んだ水分がより効果的です）
　２　風通しのよい日陰や、冷房の入った室内に移動させましょう。
　３�　衣服をゆるめて楽にしてあげましょう。ぬれたタオルや氷の入った袋など

で、首周りや脇の下、太もものつけ根を冷やしてあげましょう。
　４　呼び掛けを行い、反応がなければ緊急事態です！
　　　すぐに１１９番通報しましょう。

　住宅用火災警報器は設置されましか？
　６月１日から義務設置となりました。管内に
おいても実際に火災を未然に防いだ事例も発生
しています。
　ご家族の大切な命を守るため、早めの設置を
お願いします。

日置市設置状況
61.8％（平成 23 年３月末現在）

日置市管内における熱中症搬送者数
平成21年度11人　平成22年度18人

※７月～９月の３カ月間の調査

お問い合わせ先
　本部・消防署（272-0119）
　北 分 遣 所（274-0119）
　南 分 遣 所（299-3019）
　災 害 情 報（273-2811）
各種お問い合わせ・病院紹介などは
272-0119 まで !
※ �119 でのお問い合わせはご遠慮く
ださい。

熱中症を予防して、楽しい夏を！



2011.6 6

平成２3年度
自治会長を紹介します！

　地域のまとめ役として、１年間よろしくお願いします。
　住みよい地域づくりのためには、市民の皆さんの協力が必要です。自治会活動への積極的な参加を
お願いいたします。

◆東市来地域自治会長
自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号

高
た か

山
や ま

立和名 徳文 274－9833 杉
す ぎ の さ こ

之 迫 四元　碩朗 274－4572 堀
ほ り

内
う ち

南　　宏機 274－1833
鉾
ほ こ の は ら

之 原 鉾之原廣己 274－9926 坂
さ か の う え し た

之 上 下 竹之下達郎 274－9765 上
か み い ざ く だ

伊 作 田 谷口　則夫 274－9070
立
た ち わ な

和 名 立和名 忠身 274－9813 美
み

山
や ま

東條　良明 274－0521 元
も と い ざ く だ

伊 作 田 穂満　良照 274－4512
荻
お ぎ

久保　文男 274－6516 牧
ま き の す み

之 角 西　　展孝 274－0792 中
な か い ざ く だ

伊 作 田 肥塚　章弘 274－2527
北
き た

山
や ま

北山　義寛 274－9755 大
お お

平
び ら

脇田　敏秋 274－5192 柿
か き の さ こ

之 迫 内田　忠夫 274－3501
上
う わ

床
と こ

片平　勇藏 274－9754 皆
か い だ ひ が し

田 東 鍛治屋隆雄 274－0605 江
え

口
ぐ ち

岡元　義実 274－5402
田

た

代
し ろ

楠生　恭二 274－9730 皆
か い だ に し

田 西 松尾　正裕 274－3656 川
か わ

北
き た

濵田　藤人 274－5433
梅
う め

木
き

德重　輝夫 274－9850 丸
ま る

牧
ま き

室屋　惠藏 274－5489 平
ひ ら さ こ び ら

迫 比 良 濵﨑　滿洋 274－0297
元
も と よ う ぼ

養 母 上養母義文 274－4412 上
う え の ひ が し

野 東 石原　　豊 274－0186 赤
あ か

崎
さ き

野村　幸雄 274－2878
下
し も よ う ぼ

養 母 野元　正利 274－3805 上
う え の に し

野 西 柳園　冨甫 274－5755 鑪
たたら

口
ぐ ち

西田　正徳 274－5852
麓
ふもと

上
か み

岩下　方義 274－2010 向
む か ゆ だ

湯 田 山元　　登 274－0153 永
な が

山
や ま

浜崎　千尋 274－4064
麓
ふもと

下
し も

平田　正隆 274－2221 駅
え き

前
ぜ ん

池滿　隼人 274－2935 神
か み の か わ

之 川 永山　修治 274－5146
古
ふ る

市
い ち

有川　國廣 274－4939 中
ちゅう

央
お う

國分　　隆 274－2478 南
み な み か み の か わ

神 之 川 檜物　賢志 274－4641
城
じ ょ う の ま ち か み

之 町 上 平松　利幸 274－3888 元
も と

湯
ゆ

髙須　眞一 274－4791
城
じ ょ う の ま ち

之 町 久留　俊夫 274－5045 田
た の ゆ

之 湯 山口　政夫 274－1768

◆伊集院地域自治会長
自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号

上
か み ほ う ぎ り

方 限 末永　義弘 272－2352 中
な か ふ く ら

福 良 奥　　祐義 273－1516 下
し も こ う ど の

神殿１区 瀨戸山英巳 272－2430
四
し ろ う ぞ の

郎 園 福永　広美 273－0287 平
ひ ら

古
こ

下萩　　正 273－6068 下
し も こ う ど の

神殿２区 北之園　忍 272－2079
下
し も ほ う ぎ り

方 限 正木　厳範 273－3558 郡
こおり

下
し も

今德　常隆 272－7553 下
し も こ う ど の

神殿３区 下御領伸一 201－9130
麓
ふもと

東
ひがし

坂下　正行 272－4509 大
お お た か み

田 上 西原　髙晴 272－2563 下
し も こ う ど の

神殿４区 加治屋　宏 272－2913
天
て ん じ ん ば ば

神 馬 場 上村　良佑 272－3580 大
お お た な か

田 中 入船　武久 273－1526 桑
く わ

畑
ば た

重留　茂夫 273－1012
上
う え の ば ば

之 馬 場 川越　信雄 273－5946 大
お お た し も

田 下 宮内二三昭 272－5334 野
の

田
だ

宮園　光次 273－4847
元
も と

町
ま ち

樋口豊三郎 272－5686 久
く き の の

木 野 々 今村　福治 273－6567 寺
て ら

脇
わ き

小山田　惠 273－5090
向
む か え ま ち

江 町 橋口 正太郎 273－3525 飯
い い む れ し も

牟 礼 下 坂元　一忠 272－5155 朝
あ さ ひ が お か

日 ヶ 丘 新町　静男 272－3634
中
ち ゅ う お う ど お り

央 通 家村　仲五 272－2815 腰
こ し

川嵜　　進 273－2897 立
た ち

野
の

平田　重寛 272－2909
駅
え き

前
ま え

徳留　秋輝 272－2009 善
ぜ ん

福
ぷ く

益満　富治 273－6791 妙
み ょ う え ん じ

円寺１区 上園　俊一 273－0802
銀
ぎ ん て ん ど お り

天 通 家村　紀弘 273－1650 飯
い い む れ か み

牟 礼 上 宮川　善徳 273－3924 妙
み ょ う え ん じ

円寺２区 小原　直久 273－2097
城
し ろ

山
や ま

濱田　盛遠 272－2689 飯
い い む れ な か

牟 礼 中 髙橋　宏明 273－5817 妙
み ょ う え ん じ

円寺３区 久保　義秋 218－5770
荒
あ ら

瀬
せ

前田　純正 273－1586 古
ふ る

城
じょう

西山　益穗 273－6475 妙
み ょ う え ん じ

円寺５区 棈松　史子 272－2769
小

こ

城
じょう

坂木　久光 272－2930 恋
こ い の は ら

之 原 森　　俊郎 273－6433 妙
み ょ う え ん じ

円寺６区 松元　健二 273－0417
瀬
せ と う ち

戸 内 上野　義信 272－4654 下
し も つ ち ば し

土 橋 和田　文男 273－1928 妙
み ょ う え ん じ

円寺７区 常深　　勇 272－5894
徳
と く し げ ひ が し

重 東 酒匂　靖夫 273－2024 上
か み つ ち ば し

土 橋 町田　一男 273－9157 妙
み ょ う え ん じ

円寺８区 五反田敦夫 273－3420
猪
い が く ら

鹿 倉 種田　隆一 273－5340 中
な か

川
が わ

川路　義輝 273－9852 妙
み ょ う え ん じ

円寺９区 佐多　申至 273－3188
清
きよ

藤
ふ じ

松崎　弘安 273－2472 竹
た け の や ま

之 山 前村　正幸 273－9972 つつじヶ丘１区 山元　　豊 273－1025
郡
こおり

上
か み

田代　久雄 273－2025 麦
む ぎ う だ

生 田 吉村　建二 273－1970 つつじヶ丘２・３区 前田　唯男 272－0516
郡
こおり

内
う ち

白坂　正行 272－4003 上
か み こ う ど の

神 殿 柳田　秀吉 273－9783
宮
みや

脇
わき

畠中　　實 273－3032 中
な か こ う ど の

神 殿 入江田隆志 273－2356
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◆日吉地域自治会長
自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号

二
に

潟
が た

潟山　　稔 292－3853 帆
ほ の み な と

之 港 満尾　利親 292－4063 毘
び し ゃ も ん

沙 門 曽山　利則 292－2808
山
やま

田
だ

室屋　栄蔵 292－3081 八
は ち

幡
ま ん

山口　義光 292－3230 草
く さ

原
は ら

上口　一志 292－3712
日
にっ

新
しん

今別府利行 292－2976 柿
か き の た に

の 谷 加藤　清人 292－3449 北
きた

区
く

井上　幸一 292－2681
熊
くま

野
の

坂口　龍弥 292－3285 諏
す

訪
わ

赤間　孝一 292－2461 中
なか

区
く

鳩野　哲盛 292－3983
西
に し

郷
ご う

境　　征男 292－2863 草
そう

見
み

松元　純市 292－2354 南
みなみ

区
く

上内　修一 292－2230
日
ひ お き ふ も と

置 麓 木下　　悟 292－4812 笠
か さ が の

ヶ 野 下笠　政文 292－2398 扇
おおぎ

尾
お

諸正　博幸 292－2347

◆吹上地域自治会長
自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号 自治会名 自治会長名 電話番号

西
に し ほ ん ま ち

本 町 前野　正博 296－2516 小
お の は ま

野 浜 岩元　　巖 296－6578 上
か み わ だ

和 田 中村　　正 296－5199
東
ひ が し ほ ん ま ち

本 町 久保　　薫 296－3651 小
お の ば ば

野 馬 場 幾留　和夫 296－5391 中
な か わ だ

和 田 下園　忠男 296－3253
坂
さか

元
もと

黒川　紀男 296－2256 小
お

野
の

坂上　晃一 296－5405 下
し も わ だ

和 田 妹尾　正信 296－6282
多
た ほ う じ

宝 寺 大北　節雄 296－4698 下
し も た じ り

田 尻 下村　盛義 296－5953 苙
お ろ

岡
お か

岡崎　幸治 296－3182
ふ も と 池上　成年 296－3718 中

な か た じ り

田 尻 山口　正美 296－4625 入
いり

来
き

小園　　勉 296－5979
小

こ

牧
まき

宮内　健二 296－3312 上
か み た じ り

田 尻 井之上作次 296－5155 西
に し

原
は ら

安田　信夫 296－2387
湯
ゆ の も と

之 元 下村　俊治 296－5177 芋
いも

野
の

岩崎　洋征 296－5702 入
い り き は ま

来 浜 上野　正宏 296－4917
南
み な み ゆ の も と

湯 之 元 田原　嘉治 296－4067 野
の

首
く び

寺原　　登 296－3695 今
い ま

田
だ

藏前　鐵郎 296－3336
緑
み ど り が お か

ヶ 丘 中村　節子 296－2235 下
し も よ く ら

与 倉 城倉　國栄 296－3707 小
こ な が よ し

永 吉 田之頭　弘 296－3352
窪
く ぼ

田
た

福元セツ子 296－2414 藤
ふじ

元
もと

柳田　貴司 296－3274 草
く さ た ば る

田 原 徳満　平吉 297－2837
宮
みや

坂
さか

濵田　　修 296－4095 赤
あ か に た

仁 田 三窪　薩男 296－6160 下
し も く さ た

草 田 徳重　政博 299－3713
上
か み な か の さ と

中 之 里 大木下　光 296－3828 上
か み よ く ら

与 倉 窪田　和洋 296－5662 浜
は ま

田
だ

吉留　秀喜 299－3012
下
し も な か の さ と

中 之 里 山下　正成 296－5072 田
た の し り

之 尻 中馬　三郎 296－6193 川
かわ

中
なか

恒吉　英治 297－2514
南
み な み み や う ち

宮 内 樋渡　健郎 296－2563 今
い ま か ん り ゅ う

観 龍 馬籠　君夫 296－5175 新
し ん が わ ら

川 原 長野　壽郎 299－3556
東
ひ が し み や う ち

宮 内 平峯　健藏 245－1850 平
ひ ら か く ら

鹿 倉 馬籠　敦男 296－3870 永
な が よ し ち ゅ う お う

吉 中 央 胸元　光盛 299－3431
西
に し み や う ち

宮 内 長谷　正明 296－4507 日
ひ

添
ぞえ

田中　安男 296－6136 永
な が よ し ひ が し

吉 東 安藤　輝也 297－2759
中
なか

津
つ

櫻井　親文 296－3818 苙
おろん

口
くち

田中　房蔵 296－3107 印
おし

口
ぐち

牧田　達男 299－3350
亀
かめ

原
はら

永田　　認 296－5116 瀬
ぜ

谷
たに

榊　　秀德 296－2684 坊
ぼう

野
の

坊野　榮一 297－2644
花
け じ ゅ く り

熟 里 原口　三善 296－5123 助
すけ

代
しろ

坂口　正視 296－2197

日置市自治会長連絡協議会
役　職 氏　　名 地　域 役　職 氏　　名 地域
会　長 濵﨑　滿洋 東市来 監　事 上村　良佑 伊集院

副会長
松元　健二 伊集院 山下　正成 吹　上
下笠　政文 日　吉 ※�会長・副会長は理事12人から選

出し、監事は伊集院・吹上地域か
ら1人ずつ理事とは別に選出。榊　　秀德 吹　上

東市来町自治会長
連絡協議会選出理事
役　職 氏　　名 自治会
会　長 濵﨑滿洋 平迫比良
副会長 四元碩朗 杉之迫
書記会計 山口政夫 田之湯
全自治会長 43 人で構成され、
各地区選出の理事 11 人から
会長１人、副会長 1 人、書記
会計 1 人、監事 2 人を選出。

日吉地域自治会
連絡協議会選出理事

役　職 氏　　名 自治会
会　長 下笠政文 笠ヶ野
副会長 今別府利行 日　新
副会長 諸正博幸 扇　尾

全自治会長 18 人で構成され、
会長１人、副会長 2 人、監事
2 人を選出。

伊集院地域自治会長
連絡協議会選出理事
役　職 氏　　名 自治会
会　長 松元健二 妙円寺６区
副会長 酒匂靖夫 徳重東
副会長 宮川善徳 飯牟礼上
全自治会長 61 人で構成され、
各地区選出の理事 20 人から
会長１人、副会長 5 人、書記
会計 1 人、監事 2 人を選出。

吹上地域自治会長
連絡協議会選出理事

役　職 氏　　名 自治会
会　長 榊　秀德 瀬　谷
書記会計 恒吉英治 川　中
理　事 下村俊治 湯之元
全自治会長 56 人で構成され、
各地区選出の理事 11 人から
会長１人、書記会計 1 人、監
事 2 人を選出。

※各地域の連絡協議会役員および理事から選出された上記 12人が市連絡協議会の理事を務めます。

　自治会での自治を推進しようと、各地域には自
治会長連絡協議会が組織されています。年に数回、
自治会活動研修会を開き、活動や組織づくり、市
政など、直面する課題の協議や、情報交換を行っ
ています。
　また、地域連絡協議会の相互調整を行いながら、
市との連携を図る日置市自治会長連絡協議会を組
織しています。

平成 23 年度日置市自治会長連絡協議会組織体制
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第
一
期
地
区
振
興
計
画
は
、
平
成

十
九
年
度
秋
か
ら
策
定
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

　
作
業
は
、
各
地
区
の
社
会
基
盤
や

産
業
、保
健
医
療
福
祉
、教
育
文
化
、

自
治
会
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
か

ら
着
手
。
国・県
道
を
は
じ
め
河
川
、

集
落
道
や
水
路
、
地
域
の
伝
統
行
事

ま
で
、
細
や
か
な
確
認
作
業
を
通
し

て
、
市
全
体
で
三
千
件
を
超
え
る
地

域
課
題
が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
そ
の
解
決
の
ひ
と
つ
と

し
て
基
金
を
設
置
。
現
在
、
地
域

づ
く
り
推
進
事
業
と
し
て
、
年
間

一
億
五
千
万
円
の
基
金
が
充
て
ら

れ
、
身
近
な
課
題
解
決
が
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
策
定
さ
れ
る
地
区
振
興
計

画
は
、
第
一
期
を
基
本
計
画
と
し
て

位
置
付
け
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

三
年
間
の
実
施
計
画
で
す
。

　
市
全
体
の
テ
ー
マ
は
「
人
口
減
少

社
会
と
共
生
・
協
働
」。
継
続
し
て

人
口
が
減
り
続
け
、
さ
ら
に
高
齢
化

が
進
展
す
る
中
で
、
限
ら
れ
た
人
材

と
財
源
で
、
効
率
良
く
地
域
の
公
共

的
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
策
定
の
流
れ
は
、
左
図
の
と
お
り

で
す
。

　
ま
ず
、
第
一
期
で
定
め
た
地
区
の

目
標
や
方
向
性
を
再
確
認
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
地
区
内
を
く
ま
な
く
歩

き
（
ま
ち
あ
る
き
）、
三
年
前
と
比

較
し
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
や
誇
り

を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
確
認
し

ま
す
。
こ
の
際
、役
員
だ
け
で
な
く
、

女
性
や
高
齢
者
な
ど
多
様
な
団
体
が

参
加
し
て
、
多
く
の
目
線
で
見
渡
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
ち
あ
る
き
で
出
さ
れ
た
課
題

は
、
地
区
が
「
課
題
一
覧
」
と
し
て

第 2 期地区振興計画
策 定 に 向 け て

地区や自治会の役員、市職員が今後の取り組
みを協議（6/10 永吉地区公民館）

　各地区公民館では、平成 20 年度に策定
された地区振興計画（平成 21 ～ 23 年度）
に基づき、多様な地域づくり活動が展開さ
れています。
　今年は第２期計画（平成 24 年度から３
年間）策定の年。地区ごとに、地域課題や
誇りの掘り起こしが始まります。

地区を歩いて、
　地区を語って。

取
り
ま
と
め
ま
す
。
こ
の
一
覧
は
、

自
治
会
の
要
望
書
を
兼
ね
、
市
の
所

管
事
業
や
各
種
計
画
の
資
料
に
も
な

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
地
区
の
課
題
解
決
に
向

け
て
、
前
述
の
基
金
に
よ
る
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
を
、
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

　
実
施
計
画
は
、
地
区
ご
と
の
事
業

費
枠
に
基
づ
き
、
三
カ
年
か
け
て
地

域
づ
く
り
推
進
事
業
で
解
決
す
る
課

題
を
、
課
題
一
覧
か
ら
選
択
し
た
も

の
と
な
り
ま
す
。

　
地
区
振
興
計
画
書
の
提
出
期
限
は

来
年
二
月
。
そ
の
間
、
地
区
や
自
治

会
で
は
足
元
を
見
直
す
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
地
区
民
が
計
画
づ
く
り
に
参

画
す
る
こ
と
。
こ
れ
も
地
域
づ
く
り

で
す
。

　
地
区
の
取
り
組
み
は
、
地
区
公
民

館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㉓㉓

①　地区の目標及びスローガン確認
　　　　地区としての方向性の再確認

③　第１期計画における解決課題
　　の確認

⑤　課題一覧の作成

⑥　地区課題位置図の作成

⑦　実施計画書の作成

②　地区の概要確認
　　（まちあるき及び前回データ確認
　　 ←必要に応じ修正）

④　まちあるき等の結果から地区の
　　現状と課題を把握
　　自治会単位・地区専門部単位から地区
　　単位でのまとめ（多角的な把握）

⑧　計画書の完成・提出
　　課題一覧
　　実施計画書
　　地区課題位置図

地区振興計画策定の流れ

人
口
減
少
社
会
と
共
生
・
協
働
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五
月
二
日
、自
衛
隊
新
入
隊
者
が

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
陸
上
自
衛
隊
に
一
人
、

海
上
自
衛
隊
に
一
人
、航
空
自
衛
隊

に
二
人
が
日
置
市
か
ら
入
隊
し
ま
し

た
。

　

各
隊
員
の
近
況
報
告
が
行
わ
れ
、

海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
近
藤
雄
介

さ
ん
は
「
最
初
は
大
変
な
こ
と
も
多

か
っ
た
が
、今
は
同
期
な
ど
に
囲
ま

れ
、充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
」と
入
隊
し
て
か
ら
の
一
カ
月

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

市
長
と
訓
練
の
内
容
な
ど
を
話

し
、将
来
の
夢
を
聞
か
れ
る
と
、各
隊

員
は
い
き
い
き
と
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
つ
い
て
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

五
月
十
一
日
、市
中
央
公
民
館
で

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
・
地
域
安

全
運
動
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、渡
邊
祐
誠
日
置
警
察
署

長
が
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策
は

重
要
な
も
の
で
す
。今
後
交
通
対
策

を
含
め
、防
犯
対
策
に
つ
い
て
も
地

　
五
月
十
二
日
、
市
中
央
公
民
館
で

日
置
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
地
域
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
す
べ
て
の
人
々
が
安
心
し

て
快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
社
会

を
目
指
し
て
」。

　

総
会
に
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員

百
三
十
六
人
が
参
加
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
信
条
と
児
童
憲
章
の
前
文

朗
読
の
後
、
活
動
経
過
報
告
な
ど
活

発
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
善
意
に
よ
り
、
市
と
社

会
福
祉
協
議
会
で
受
け
付
け
た
義
援

金
が
二
千
二
百
二
十
四
万
六
千
四
円

集
ま
り
ま
し
た（
六
月
十
六
日
現
在
）。

　
五
月
十
六
日
に
は
佑
心
会
の
入
居

者
積
善
会
か
ら
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
入
居
者
を
代
表
し
て
、
甫ほ

立た
て

久ひ
さ

恵え

さ
ん
と
仮か

り

山や
ま

芳よ
し

子こ

さ
ん
が
市
長
に

義
援
金
を
手
渡
し
「
今
回
の
東
日
本

大
震
災
に
は
入
居
者
も
心
を
痛
め
て

い
ま
す
。
少
し
で
も
役
に
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
吹
上
町
建
設
互
助
会
を
は

じ
め
、
個
人
、
企
業
問
わ
ず
多
く
の

善
意
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
い
て
義
援
金
の
受
け
付
け
を

行
い
、
被
災
地
復
旧
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

同
期
に
囲
ま
れ
充
実
し
た
日
々

被
災
地
復
旧
の
支
援
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
社
会
を
目
指
し
て

域
と
一
体
と
な
っ
て
、安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
」と
地
域
と
の
連
携
の

大
切
さ
を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、日
置
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
交

通
標
語
、交
通
安
全
・
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
ゼ
ロ
ゼ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
、鹿
児

島
県
交
通
安
全
協
会
な
ど
各
種
表
彰

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
手
を
上
げ
る　

か
わ
い
い
笑
顔

に　
待
つ
笑
顔
」。こ
の
標
語
で
高
齢

者
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
た

元
ス
ミ
さ
ん
は
「
受
賞
で
き
る
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。実
際

に
小
学
生
が
手
を
上
げ
て
に
っ
こ
り

と
渡
る
姿
を
見
て
標
語
を
書
き
ま
し

た
。孫
に
受
賞
し
た
こ
と
を
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
」と
嬉
し
そ
う
に
話

し
ま
し
た
。

全
国
交
通
安
全
出
発
式

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
総
会

自
衛
隊
新
入
隊
者
表
敬
訪
問

東
日
本
大
震
災
義
援
金
続
報
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四
月
二
十
四
日
、農
作
物
直
売
所

「
ひ
ま
わ
り
館
」（
吹
上
地
域
）の
誕
生

祭
が
同
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
田
小
学
校
児
童
と
卒
業
生
に
よ

る
、ひ
ま
わ
り
竹
太
鼓
が
威
勢
よ
く

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。

　
店
内
は
野
菜
や
花
を
買
い
求
め
る

来
館
者
で
大
に
ぎ
わ
い
。屋
外
テ
ン

ト
で
は
、県
立
農
業
大
学
校
の
花
き

科
・
野
菜
科
の
学
生
が
育
て
た
農
作

物
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
ま
た
豚
汁
や
ひ
ま
わ
り
苗
の
無
料

配
布
な
ど
も
行
わ
れ
、来
客
は
誕
生

祭
を
終
日
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

市
春
季
畜
産
共
進
会
が
五
月

二
十
三
日
、
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
畜
産
農
家
が
育
成
し
た
優

秀
な
和
牛
四
十
九
頭
が
出
品
。

　
各
部
門
の
上
位
入
賞
牛
お
よ
び
出

品
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

▼
第
一
部　
十
三
カ
月
令
未
満
の
部

【
一
席
】
と
も
え
２
号　
久
保
吾
郎

【
二
席
】
た
ま
み
４
号　
久
保
吾
郎

【
三
席
】
あ
き
こ
号　
　
久
保
吾
郎

【
四
席
】
も
も
え
号　
　
下
茂
國
彦

【
五
席
】
た
か
ら
243
号　
今
村
優
貴

【
六
席
】
れ
ん
９
号　
　
上
床
清
徳

▼�

第
二
部　
十
三
カ
月
令
か
ら
十
九

カ
月
令
の
部

【
一
席
】
こ
ゆ
き
号　
　
山
下
久
信

【
二
席
】
み
な
こ
６
号　
小
重
秀
髙

【
三
席
】
さ
と
ゆ
り
号　
増
田
精
一

【
四
席
】
て
る
ひ
ら
５
号　
山
下
久
信

【
五
席
】
ま
い
号　
　
　
下
茂
國
彦

【
六
席
】
ま
さ
こ
２
号　
平
田
三
郎

▼
第
三
部　
父
系
群
の
部

　
と
も
え
２
号　
　
　
　
久
保
吾
郎

　
た
ま
み
４
号　
　
　
　
久
保
吾
郎

　
あ
き
こ
号　
　
　
　
　
久
保
吾
郎

　
六
月
二
日
、
今
春
生
産
さ
れ
た
一

番
茶
の
品
質
を
競
う
、
鹿
児
島
・
日

置
地
区
荒
茶
品
評
会
が
、
さ
つ
ま
日

置
農
協
茶
研
修
セ
ン
タ
ー（
伊
集
院
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
に
は
、
日
置
市
か
ら

四
十
三
点
、
鹿
児
島
市
か
ら
二
十
三

点
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
員
に
よ
り

外
観
（
形
状・色
）
や
内
質
（
香
気・

水
色
・
滋
味
）
の
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
荒
茶
品
評
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
日
置
市
関
係
者
の
み
）

加
工
者
の
部

　
一
位　
㈲
池
田
製
茶
（
伊
集
院
）

　
二
位　
牧
迫
製
茶　
（
伊
集
院
）

　
三
位　
㈲
船
迫
製
茶
（
伊
集
院
）

生
産
者
の
部

　
一
位　
池
田　
建
男
（
伊
集
院
）

　
二
位　
德
重　
榮　
（
東
市
来
）

　
三
位　
重
水　
隆
志
（
東
市
来
）

　
ま
た
、
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬

に
か
け
て
市
内
物
産
館
な
ど
で
、
今

年
の
日
置
産
新
茶
の
販
売
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
内
の
若
手

茶
生
産
者
が
開
催
。
市
内
生
産
者
に

よ
る
荒
茶
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
仕
上
げ

た
「
ひ
お
き
茶
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
日
置

市
産
の
お
茶
の
銘
柄
向
上
と
消
費
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

　
試
飲
し
た
来
場
者
か
ら
は
「
香
り

が
良
い
」「
ま
ろ
や
か
で
お
い
し
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

優
秀
な
和
牛
が
勢
ぞ
ろ
い

新
鮮
な
特
産
品
を
ど
う
ぞ

平
成
二
十
三
年
度
日
置
市
春
季
畜
産
共
進
会

ひ
ま
わ
り
館
誕
生
祭

お
い
し
い
新
茶
が
で
き
ま
し
た

荒
茶
品
評
会
・
日
置
産
新
茶
販
売
会

▲第２部１席　こゆき号（左）　
　第２部２席　みなこ６号（右）
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五
月
二
十
一
日
、ホ
タ
ル
鑑
賞
会

が
日
吉
ふ
る
さ
と
館
「
毘
沙
門
」の

駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

住
吉
地
区
公
民
館
が
主
催
し
、今

年
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い
イ
ベ
ン

ト
。
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
鑑
賞
会
で
は
、あ
ま
り
ホ

タ
ル
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、ビ
デ
オ
で
ホ
タ
ル
の
生
態
を

学
び
、子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
知
ら

な
か
っ
た
」「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
」と

言
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、住
吉
地
区

の
鹿
島
功
児
さ
ん
に
よ
る
手
品
や
腹

話
術
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
物
を
楽
し
み
、い
よ

い
よ
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
へ
。真
っ
暗
な

川
に
ホ
タ
ル
の
小
さ
な
明
か
り
が
浮

か
ん
で
く
る
と
、「
本
当
に
き
れ
い
」

「
幻
想
的
な
景
色
だ
」と
感
嘆
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
五
月
八
日
、旧
平
鹿
倉
小
学
校（
吹

上
）の
プ
ー
ル
跡
で
「
平
鹿
倉
ニ
ジ

マ
ス
釣
り
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
廃
校
に
な
っ
た
学
校
施
設
を
活
用

し
た
地
域
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
で
、十

年
以
上
前
か
ら
平
鹿
倉
地
区
の
青
壮

年
部
が
中
心
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
用
の
ニ
ジ
マ
ス
は
、昨

年
の
十
一
月
か
ら
稚
魚
二
千
五
百
匹

を
伊
佐
市
か
ら
購
入
し
、大
会
に
間

に
合
う
よ
う
に
育
て
ま
し
た
。

　

当
日
は
、曇
り
空
に
霧
も
出
て
い

ま
し
た
が
、市
内
外
か
ら
駆
け
つ
け

た
家
族
連
れ
や
愛
好
者
な
ど
八
十
人

が
、さ
ま
ざ
ま
な
竿
を
手
に
し
、大
人

も
子
ど
も
も
大
物
を
狙
い
、真
剣
に

釣
り
糸
を
垂
ら
し
ま
し
た
。

　

荻
の
伊
勢
神
社
（
東
市
来
地
域
）

で
伝
統
芸
能
の
棒
踊
り
が
五
月
一
日

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
棒
踊
り
は
「
チ
タ
ッ
オ
ド
イ
」

と
言
わ
れ
、二
百
年
も
前
か
ら
伝
承

さ
れ
て
お
り
、以
前
は
旧
暦
六
月
一

日
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

荻
、北
山
、田
代
、梅
木
の
四
自
治

会
が
参
加
。六
尺
棒
や
鎌
な
ど
を
交

え
た
勇
壮
な
踊
り
を
奉
納
し
、豊
作

と
悪
疫
退
散
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、上
土
橋
地
区
（
伊
集
院
地

域
）勝
護
院
で
四
月
二
十
九
日
、棒
踊

り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。小
学
生
か

ら
中
学
生
ま
で
十
二
人
が
踊
り
を
披

露
。

　
子
ど
も
た
ち
は
緊
張
し
た
様
子
で

し
た
が
、今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

霧
の
中
の
大
物
を
狙
っ
て

威
勢
良
く
舞
う　
伝
統
棒
踊
り

平
鹿
倉
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会

伊
勢
神
社
奉
納
棒
踊
り
・
上
土
橋
棒
踊
り

幻
想
的
な
景
色
に
感
嘆
の
声

第
一
回
住
吉
地
区
ホ
タ
ル
鑑
賞
会

▲上土橋地区棒踊り

▲伊勢神社棒踊り
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五
月
五
日
、
吹
上
浜
公
園
相
撲
場

で
第
二
十
一
回
全
国
選
抜
大
学
・
社

会
人
対
抗
相
撲
九
州
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
九
州
相
撲
連
盟
が

各
県
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
八
年
前
に
も
同
会
場
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
大
学
と
社
会
人
の
強
豪
が

各
十
チ
ー
ム
ず
つ
出
場
し
、
そ
の
体

格
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
力
と
力
の

激
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い
や
、
巧
み
な

技
の
駆
け
引
き
な
ど
、
大
相
撲
さ
な

が
ら
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
間
近
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
熱
戦
の

連
続
に
、
観
客
席
か
ら
幾
度
と
な
く

歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
団
体
戦
で
は
、
拓
殖
大
学
が
初
優

勝
。
個
人
戦
で
は
、
日
本
大
学
の
山

口
雅
弘
選
手
が
四
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

吹
上
温
泉
広
場
で
五
月
三
十
日
、

マ
ル
シ
ェ
日
和
＊
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｅ

＊
2011
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
吹
上
温
泉
旅
館
組
合
が
中
心
に
実

行
委
員
会
を
組
織
。
多
く
の
人
に
吹

上
温
泉
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催

し
て
お
り
、
今
年
で
四
回
目
。

　
「
マ
ル
シ
ェ
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
で
「
市
場
」
の
意
味
。
フ
ラ
ン
ス

の
市
場
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
広
場
に

は
、
日
置
市
内
外
か
ら
雑
貨
屋
、
喫

茶
店
、
創
作
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作
品
な

ど
の
二
十
四
店
舗
が
軒
を
連
ね
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
バ

ン
ド
演
奏
を
中
心

に
、
ダ
ン
ス
な
ど

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
当
日
朝
ま
で
覆
っ
て
い
た

雨
雲
も
す
っ
か
り
晴
天
に
な
り
、
会

場
内
に
は
天
然
温
泉
足
湯
も
設
置
。

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
親
子
連
れ

な
ど
が
ゆ
っ
く
り
と
春
の
吹
上
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
日
、
吹
上
中
央
公
民
館

で
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
の

開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
、

関
係
五
市
と
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
代
表
者
な
ど
、

五
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
代
表
に
は
「
か
め
ま
る
君
」
か

ら
監
視
員
の
腕
章
が
手
渡
さ
れ
、
早

速
二
班
に
分
か
れ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
に

出
掛
け
ま
し
た
。

　
県
下
に
お
け
る
昨
年
度
の
上
陸
頭

数
は
、
過
去
最
多
の
平
成
二
十
年
度

に
次
ぐ
七
千
八
百
二
十
四
頭
で
、
吹

上
浜
で
も
六
百
六
十
三
頭
の
上
陸
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
捕
獲
や
生
息
環
境

の
悪
化
の
た
め
に
生
息
数
が
減
少
し

て
い
る
生
き
物
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

地
を
保
護
す
る
こ
の
活
動
は
、
極
め

て
大
切
な
も
の
で
す
。
生
息
数
が
増

え
る
よ
う
に
地
域
全
体
で
見
守
っ
て

い
き
ま
す
。

迫
力
の
立
ち
合
い
、
熱
戦
に
大
歓
声

雨
も
吹
き
飛
ぶ
市マ

ル
シ
ェ場
日
和

守
ろ
う
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
郷

第
21
回
全
国
選
抜
大
学
・
社
会
人
相
撲
九
州
大
会

マ
ル
シ
ェ
日
和
＊
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｅ
＊

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
式
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①
本
庁　

農
林
水
産
課　

農
政
係

②
東
市
来
町
養
母

③
初
志
貫
徹

④
住
み
や
す
い
ま
ち

　

イ
チ
ゴ
が
お
い
し
い

⑤
尾
木
場
の
棚
田

⑥�

早
く
仕
事
を
覚
え
て
い
き
た
い
で

す
。
日
置
市
の
イ
チ
ゴ
は
最
高
に

お
い
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
食
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

①
本
庁　

建
設
課　

土
木
建
設
係

②
東
市
来
町
湯
田

③�

難
し
く
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
難

し
く　
　

④�

焼
き
物
＆
温
泉
＆
三
大
砂
丘
の
ま

ち
⑤
江
口
浜

⑥�

日
置
市
職
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
一
日
一
日
を
大
切
に
業
務
を
全

う
し
て
い
き
た
い
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
に
尽
力
し
た
い
で
す
。

①
本
庁　

介
護
保
険
課　

介
護
支
援
係

②
伊
集
院
町
下
谷
口

③
ち
り
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る

④�

自
然
と
歴
史
が
調
和
す
る
魅
力
溢
れ

る
ま
ち
。
歴
史
や
伝
統
を
感
じ
ら
れ

る
も
の
が
多
い
。

⑤
桜
の
季
節
の
城
山
公
園

⑥�

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
早
く
介
護
保

険
制
度
の
理
解
を
深
め
て
、
市
民
の

方
々
が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

従
事
し
て
い
き
た
い
で
す
。

①
本
庁　

特
別
滞
納
整
理
課　

　

債
権
管
理
係

②
吹
上
町
入
来

③
七
転
び
八
起
き

④�

自
然
や
歴
史
あ
る
行
事
が
多
く
残
る

ま
ち

⑤
地
元
の
入
来
浜

⑥�

慣
れ
な
い
こ
と
の
連
続
で
ま
だ
ま
だ

不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
早
く
仕
事
を

覚
え
、
市
民
の
方
々
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

①
本
庁　

建
設
課　

建
築
係

②
奄
美
市
名
瀬

③
日
々
精
進
・
七
転
び
八
起
き

④�

市
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
で
、
緑

や
海
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

⑤
江
口
浜
海
岸
通
り　

蓬
莱
館

⑥�

業
務
を
遂
行
で
き
る
知
識
と
体
力
を

身
に
付
け
、
精
進
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
一
級
建
築
士
の
資
格
を
取

得
し
た
い
で
す
。

①
本
庁　

健
康
保
健
課　

健
康
増
進
係

②
伊
集
院
町
妙
円
寺

③
泣
い
た
分
だ
け
優
し
く
な
れ
る
！

④�
歴
史
の
ま
ち
。
市
民
が
日
置
市
に
誇

り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
強
い

絆
が
あ
る
ま
ち
。

⑤
妙
円
寺
団
地

⑥�

地
元
で
働
け
る
こ
と
で
喜
び
と
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
が
健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ

う
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

①
本
庁　

税
務
課　

管
理
収
納
係

②
伊
集
院
町
郡

③
や
ま
な
い
雨
は
な
い

④�

鹿
児
島
市
に
近
く
立
地
条
件
も
良

く
、
歴
史
深
い
自
然
が
豊
か
な
ま
ち

⑤
チ
ェ
ス
ト
館
ま
で
の
桜
並
木

⑥�

採
用
さ
れ
て
間
も
な
く
、
こ
な
せ
る

業
務
は
少
な
い
で
す
が
、
一
つ
ず
つ

確
実
に
こ
な
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

①
本
庁　

福
祉
課　

障
害
福
祉
係

②
吹
上
町
中
之
里

③
人
生
七
転
び
八
起
き

④�

人
の
温
か
さ
を
感
じ
る
住
み
心
地
の

い
い
ま
ち
。
自
然
が
豊
富
で
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
ま
ち
。

⑤
吹
上
浜
か
ら
見
え
る
海
の
景
色

⑥�

障
が
い
を
持
つ
方
々
の
相
談
を
、
親

身
に
な
っ
て
聞
く
こ
と
の
で
き
る
職

員
に
な
れ
る
よ
う
、
多
く
の
こ
と
を

勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

①
消
防
本
部　

消
防
署　

第
２
係

②
東
市
来
町
長
里

③
継
続
は
力
な
り

④�

鹿
児
島
市
内
に
も
近
く
、
自
然
の
多

い
豊
か
な
ま
ち

⑤
江
口
浜

⑥�

夢
で
あ
っ
た
消
防
士
に
な
る
こ
と
が

で
き
、
嬉
し
い
で
す
。
一
生
懸
命
勉

強
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
士
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
で
す
。

中園　皓平　24歳
（なかぞの　こうへい）

西園　光太　22歳
（にしぞの　こうた）

松木　貴子　22歳
（まつき　たかこ）

松元信太郎　25歳
（まつもと しんたろう）

奥　直洋　26歳
（おく　なおひろ）

御領　脩平　22歳
（ごりょう しゅうへい）

重原　祐満　29歳
（しげはら　ひろみつ）

高田　尚典　24歳
（たかだ　なおのり）

田代　涼　20歳
（たしろ　りょう）

市民の皆さまのお役に立てるよう頑張りますので
よろしくお願い致します。
①配属先　②出身地　③好きな言葉　④日置市のイメージ
⑤日置市の好きな場所　⑥仕事への意気込み　(50 音順 )

平成 23 年度　日置市新規採用職員紹介
一生懸命がんばります !! よろしくお願いします !!

平成 23年４月に９名が入庁しました。（消防含む）
働き始めてから３カ月。仕事への意気込みなどを聞いてみました。
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「第 10 回ＫＫＢふるさとＣＭ大賞 2011」に
出品する日置市代表作品（一般部門）を募集します。

日置市では、ＫＫＢ鹿児島放送が主催する「第 10 回ＫＫＢふるさとＣＭ大賞
2011」への出品作品を募集します。
あなたの作品がＣＭ放送されるかも？たくさんのご応募お待ちしています。

▼募集要項
１　募集作品
　日置市の特徴や自慢（観光・歴史・自然・特産・
人物など）を紹介したふるさとＣＭ作品
※未発表作品に限ります。

２　代表作品
　ご応募いただいた作品は、本市で厳正な審査
の上、応募作品の中から１点を「日置市一般部
門代表作品」として「第 10 回ＫＫＢふるさと
ＣＭ大賞 2011」（以下、ＣＭ大賞）に出品します。

３　応募資格
　日置市内に在住または勤務、在学する個人や
団体で、映像制作を職業としていない方

４　応募点数　１点

５　作品時間　30 秒

６　制作費
　作品の制作にかかるすべての費用は、応募者
負担となります。

７　賞
　代表作品として選出された作品には、本市か
ら感謝状を贈呈します。ＣＭ大賞において賞を
受賞した場合は、受賞トロフィーを贈呈します。
　また、副賞にＫＫＢでの無料放送以外の副賞
があった場合は、その副賞も併せて贈呈します。
※賞状は本市で所有させていただきます。

８　参加申込
　本市ホームページにある参加申込書に必要事
項を記入の上、お申し込みください。
　（１）申込期限　平成23年７月７日（木）
　（２）申込方法　持参または郵送

９　代表作品審査
　一般部門代表作品として選出する作品を決定
するため、作品審査を行います。期限までに作
品および作品キャプションをご提出ください。
審査結果については、書面または電話で通知し、
１作品のみを代表作品とします。なお、審査基
準に基づき、代表作品が選出されない場合があ
ります。
　（１）提出期限　平成23年８月22日（月）
　（２）審査基準
　　　　①日置市の良さをＰＲできること
　　　　②�多くの人に親しまれ、またメッセー

ジ性があること
　（３）審査結果発表　平成23年９月上旬（予定）

10　申し込み・お問い合わせ先
　（１）宛先　日置市役所総務企画部
　　　　　　 企画課広報統計係
　（２）住所　〒899-2592
　　　　　　 日置市伊集院町郡一丁目100番地
　（３）電話　２７３-２１１１（内線1265）
　　　 FAX　２７３-３０６３
　（４）E-Mail：kouho@city.hioki.lg.jp
※�その他詳細については、市ホームページをご
覧いただくか、直接お問い合わせください。
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平成２3年度自衛官等募集案内
●自衛官募集ＨＰ● http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

募集種目 資格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

防衛大学校 
学　　　生

推薦

高卒（見込含） 
21歳未満の者

（推薦については高
等学校長の推薦等が

別途必要です。）

９月５日～９月８日 ９月24・25日 11月１日 24年４月上旬

一般
高卒（見込含） 
21歳未満の者

（自衛官は23歳未満）
９月５日～９月30日 １次　11月５・６日 

２次　12月13 ～ 17日

１次　12月２日
最終　�自衛官募集ホーム

ページ等で３月中
旬ごろお知らせい
たします。

24年４月上旬

防衛医科大学校 
学　　　　　生

高卒（見込含） 
21歳未満の者 ９月５日～９月30日 １次　10月29・30日 

２次　12月７～９日
１次　11月29日 
最終　24年２月９日 24年４月上旬

航空学生 高卒（見込含） 
21歳未満の者

８月１日～９月９日
　　　　　　　　※１

１次　９月23日 
２次　10月15～20日 
３次　11月12日 
　　　～ 12月15日

１次　10月７日 
２次（海）11月８日 
　　（空）11月４日 
最終　24年１月20日

24年３月下旬 
　　～４月上旬

看護学生 高卒（見込含） 
24歳未満の者 ９月５日～９月30日 １次　10月22日 

２次　11月19・20日
１次　11月４日 
最終　24年１月６日

24年３月下旬 
　　～４月上旬

一般曹候補生 18歳以上　 
　27歳未満の者

８月１日～９月９日
　　　　　　　　※１

１次　９月17日
２次　10月６～13日

１次　９月30日
最終　11月10日

24年３月下旬 
　　～４月上旬

自衛官候補生

男子 18歳以上　 
　27歳未満の者

年間を通じて行ってお
ります。　　　　※１

受付時にお知らせしま
す。　　　　　　※２

合格発表日は試験時
にお知らせします。

採用予定通知書で 
お知らせします。

女子 18歳以上　 
　27歳未満の者

８月１日～９月９日
　　　　　　　　※１

９月25 ～ 28日
※�いずれか１日を指定

されます。
11月10日 24年３月下旬 

　　～４月上旬

注）１　※１�　平成24年３月高等学校卒業予定者の受付については、上表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。
　　２　※２�　平成 24 年３月高等学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成 23 年９月 16 日以降に行います。
　　３　上記は、本年度８月以降受付開始の募集案内です。年度初めには、幹部候補生の試験も実施されています。

詳しくは・・・
　【自衛隊鹿児島地方協力本部鹿児島募集案内所】
　　２５１－７８０２（ＦＡＸ兼）
　　HP)http://www.mod.go.jp/pco/kagoshima/
　【市役所総務課または各支所地域振興課】

平和を、
仕事にする。

防 衛 大 学 校 学 生
幹部自衛官を養成する学校。４年間の課程を経
て、陸・海・空の各幹部候補生学校（約１年）
を卒業すると幹部になります。

１８歳以上
２１歳未満

防衛医科大学校学生
自衛隊の医師である幹部自衛官を養成する学校。
卒業後、各幹部候補生学校（６週間）で教育を受
けたうえ、医師国家試験に合格した者は、医師
免許が与えられ、幹部自衛官（２尉）になります。

１８歳以上
２１歳未満

航 空 学 生
海上・航空自衛隊のパイロット等になる幹部自
衛官養成コース。高校等卒業後、最も早くパイ
ロットになれます。視力及び握力基準も緩和さ
れました。

１８歳以上
２１歳未満

看 護 学 生
陸上自衛隊で看護業務を行う看護陸曹（看護師）
を養成するコース。３年間の高等看護学院での
教育の後、国家試験を受験します。

１８歳以上
２4歳未満

一 般 曹 候 補 生
曹となる自衛官を養成するコース。陸・海・空
の各部隊で経験を積み、入隊後２年９カ月経過
以降、選考により曹に昇任します。

１８歳以上
２7歳未満

自 衛 官 候 補 生
採用されると自衛官候補生に任命され、３カ月
後に２等陸・海・空・士に任用されます。
陸は１年９カ月、海・空は２年９カ月の任期制
隊員のコース。継続任用も可能で、選抜試験に
合格すれば、曹へ進むこともできます。

１８歳以上
２7歳未満

コース 魅　　力 対象年齢

コース 魅　　力 対象年齢

約１年

約６週

国家試験合格
者は２尉へ

６カ月

約２年

６カ月 １年

約４年

１年

3年

１年 １年

国家試験
合格により

６カ月 ６カ月 １年９カ月以上

選考により 約４年 約１年

３カ月 ６カ月 1年

昇任試験 約４年

学生 曹長 ３尉

自衛官候補生 ２士 １士 士長 ３曹 ２曹 １曹 曹長 ３尉

卒業

卒業

昇任

昇任

昇任

昇任

昇任

昇任

昇任

入校 ４学年卒業後、曹長へ任命

６学年卒業後、曹長へ任命

２年間の基礎教育修了後、３曹へ

看護師免許取得後、２曹へ昇任

２年９カ月経過後、選考により３曹へ 幹部候補生
学校入校

選抜試験により３曹へ

幹部候補生学校入校

幹部候補生学校入校

飛行幹部候補生

おおむね３年以上の勤務で幹部受験資格有り
幹部昇任試験合格後、３尉へ

選抜試験
幹部昇任試験受験資格
３曹昇任後４年で
部内幹部候補生への
受験資格が得られる

入校

入隊

入隊

入隊

入隊 任用

昇任

昇任

昇任

昇任

自衛官になるには種々の進路が用意されています。
自分の適性や希望を見つめて最適なコースを選択してください。 コースの紹介

HIOKI  INFORMATION
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

62

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

特定健診受けて　教室に通ってスッキリ!!
～４地域で『スッキリ教室』開催。効果ありました！～

教室の様子

スッキリ！効果

成功の秘訣は、

頑張りすぎない

こと !!

☆Ａさん（男性）の教室終了後の結果☆
体重2.1㎏減　腹囲3.5㎝減　血糖19㎎ /dl 減　中性脂肪30㎎ /dl 減　LDL コレステロール19mg/dl 減

☆Ａさんからのメッセージ☆
Ｑ参加して良かったことは？
→特に食べ物に関して、種類や量など具体的に気をつけるようになった。
　栄養士の個別面談も数回あり、良かった。
Ｑ頑張れた原動力は？
→教室に参加すると１人ではないので、皆さんが頑張る姿を見たこと。スタッフの応援。
Ｑこれからの夢は？　→好きな旅行に毎年行けるように、健康で前向きに暮らしたい。
※食事改善：夕食時間が早くなった。油っこいものを控えるようになった。
※運動改善：�15 分から始めたウォーキング。１日２回、20分コースを基本に回数が

増えた。

　日吉にお住まいのＡさん夫妻。自分なりに頑張っていたけれど、体重が増え始めたところに教室案内が・・・。
「チャンスを頂いた」と夫婦で参加を決意！Ａさんの無理なくコツコツ努力される姿にスタッフも元気をも
らいました！１人で頑張るのでなく、教室生皆さんが、お互いの頑張る姿に励まされ、良い刺激をもらった
ことも大きかったようです！体重も減量に成功！併せて、血液検査結果も改善されています。

　「特定健康診査」の結果、いわゆる‘メタボリックシンドローム’（予備群含む）に該当すると判定された
方や生活習慣を改善したい方を対象に、平成 22年 10 月から平成 23年４月までの約 6カ月間の支援教室
を実施しました。今年で３年目になるこの教室は、４地域で１１２人の参加がありました。専門スタッフの
助言のもと、それぞれに生活習慣の改善ポイントに気づき、多くの参加者が、‘スッキリ’効果を得られま
した！

「今日からできること」始めよう !!～私の成功体験記～

（意見交換会） （栄養編）（運動編）
お互い頑張ろ
うや！

栄養編では…
普段の自分の食事量を知るた
めにバイキングを実施しまし
た。「いつも、こんなに食べて
たのね！」と大反響あり。

運動編では…
故障しないための体づくりのためには姿勢が
大事。皆さん素敵な姿勢になりました！正し
い姿勢でウォーキング！

体重減第１位4.4kg減

腹囲減第１位8cm減
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る
翔と　
潤
之
輔　
猪
鹿
倉

鮫
島　
皐こ

と
夢む　
幸
一　
　
妙
円
寺
五
区

中
園　
結ゆ

い
菜な　
亘　
　
　
郡
上

川
上　
真し

ん
ぺ
い平　

太
資　
　
平
古

今
德　
蘭ら

む月　
健
二　
　
清
藤

松
尾　
奏か
な
で撫　
武
裕　
　
徳
重
東

佐
潟　
柚ゆ

月づ
き　
寛
隆　
　
妙
円
寺
七
区

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

鉾
立　
翔は

月づ
き　
和
志　
　
日
置
麓

有
馬　
虎こ

鉄て
つ　

信
一　
　
草
原

上
川　
翔し

ょ
う　

　 

圭
樹　
　
熊
野

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

永
山　
航こ

う
希き　
浩
貴　
　
西
本
町

坊
野　
壮そ

う
亮す

け　
正
樹　
　
永
吉
中
央

久
保　
照

し
ょ
う
英え

い　
英
文　
　
今
田

永
田　
梓あ

ず
夏な　
誠
治　
　
今
田

田
中　
陽は

る
翔と　
翔
悟　
　
下
中
之
里

堀
之
口
未み

お桜　
和
久　
　
南
湯
之
元

越
智
隼し

ゅ
ん

太た

郎ろ
う　

健
一　
　
緑
ヶ
丘

�

五
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

瀬
戸
山
勝
美　
81　
　
郡
上

藤
﨑
ト
ミ
子　
81　
　
上
神
殿

尾
堂　
満
雄　
79　
　
上
土
橋

小
川　
信
男　
83　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二・三
区

池
田　
ヱ
ミ　
83　
　
上
方
限

満
留　
ユ
ミ　
88　
　
清
藤

大
知
キ
ク
ヱ　
89　
　
大
田
上

松
田　
タ
ヨ　
99　
　
妙
円
寺
一
区

山
ノ
内
青
治　
91　
　
城
山

弓
塲　
ミ
子　
95　
　
竹
之
山

坂
下　
英
子　
59　
　
中
央
通

有
村　
久
子　
79　
　
上
神
殿

馬
塲
マ
サ
子　
83　
　
古
城

馬
渡　
チ
ミ　
93　
　
郡
上

瀬
戸
口
靜
夫　
73　
　
向
江
町

永
濱
よ
う
子　
93　
　
駅
前

新
森　
衟
博　
74　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二・三
区

福
留
千
枝
子　
81　
　
上
方
限

長
友　
啓
子　
58　
　
妙
円
寺
一
区

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

赤
﨑
せ
つ
子　
60　
　
赤
崎

東
福　
昭
人　
72　
　
田
代

上

ミ
ツ
エ　
84　
　
赤
崎

和
田
キ
ク
エ　
94　
　
田
之
湯

梅
木　
ノ
ブ　
83　
　
梅
木

西
田
ア
キ
ヱ　
76　
　
中
央

東　
　
征
史　
70　
　
美
山

迫
田　
晃　
　
82　
　
城
之
町
上

森
山　
榮
熊　
98　
　
駅
前

下
茂
エ
チ
子　
69　
　
麓
上

上
野　
笑
子　
83　
　
中
央

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

山
口
喜
美
子　
88　
　
帆
之
港

大
樂　
政
雄　
97　
　
南
区

山
口　
常
春　
94　
　
帆
之
港

迫　
シ
ヅ
エ　
101　
　
南
区

山
口　
盛
男　
83　
　
八
幡

黒
木
ヱ
ミ
子　
84　
　
帆
之
港

笠
野
ノ
ブ
子　
70　
　
山
田

下
原　
靜
子　
95　
　
日
新

川
野　
政
則　
82　
　
日
置
麓

原
口
キ
ミ
子　
76　
　
北
区

西
元　
正
興　
94　
　
諏
訪

ノ
坂
フ
ミ
ヱ
92　
　
南
区

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

中
村　
雄
造　
70　
　
西
本
町

福
添　
清
次　
89　
　
上
中
之
里

山
之
内
テ
ル　
91　
　
新
川
原

有
馬　
功　
　
85　
　
永
吉
中
央

田
中　
末
彦　
92　
　
中
和
田

鍋
倉　
キ
ワ　
93　
　
川
中

井
上
サ
チ
子　
88　
　
平
鹿
倉
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松
まつもと

元　政
まさ

美
み

さん〔52歳〕
日吉町吉利（北区自治会）

●　日置瓦工業協同組合理事長

先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た
日
置
瓦
を
遺
し
た
い

　
「
粘
土
は
生
き
も
の
。
そ
の
と
き
の
粘
土
で
違
う
た
め
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
も

度
々
あ
り
ま
す
。
粘
土
と
向
き
合
い
、
収
縮
や
強
度
を
見
な
が
ら
造
る
と
こ
ろ
に
楽
し
み
を

感
じ
る
」
と
話
す
の
は
、
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
松
元
政
美
さ
ん
。
日
吉
町
吉
利
の
ご
自

宅
で
松
元
瓦
工
場
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
高
校
卒
業
後
、
父
の
手
伝
い
を
始
め
、
昭
和
六
十
二
年
に
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
り
瓦
工
場

を
継
ぎ
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
に
日
置
瓦
工
業
協
同
組
合
理
事
長
に
就
任
。
日
置
瓦
工
業
の

中
軸
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
地
元
の
粘
土
処
理
場
か
ら
粘
土
を
持
っ
て
き
て
、
機
械
で
瓦
の
形
に
切
る
。
次

に
形
の
で
き
た
瓦
を
乾
燥
し
、
上
薬
を
塗
り
、
最
後
に
窯
で
焼
き
ま
す
」
と
い
ぶ
し
銀
の
日

置
瓦
を
手
に
、
日
置
瓦
の
歴
史
を
話
し
な
が
ら
工
場
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
日
置
瓦
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
十
七
年
に
日
置
明
信
寺
の
瓦
を
製
造
し
、
葺ふ

い
た
の
が

始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
の
瓦
が
一
坪
に
五
十
三
枚
ほ
ど
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
日
置
瓦
は
十
二
枚
も
多
い
六
十
五
枚
。
多
い
枚
数
分
だ
け
葺
き
足
（
瓦
と
瓦
の
重
な

り
部
分
）
が
深
く
、
雨
の
逆
水
を
防
ぐ
と
い
っ
た
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
置

瓦
独
自
の
造
り
で
、
全
国
に
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
松
元
さ
ん
に
職
人
の
誇
り

を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
の
目
標
を
聞
く
と
「
先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た
、
地
元
に
あ
る
粘
土
で
地
元
の
人
が

造
る
日
置
瓦
を
遺
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
多
く
の
人

に
日
置
瓦
を
Ｐ
Ｒ
し
、
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
後
継
者
と
し
て
育
て
て
い
き
た

い
」
と
松
元
さ
ん
。

　
今
日
も
気
ま
ぐ
れ
な
粘
土
の
機
嫌
を
な
だ
め
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
心
を
込
め
て
瓦
を
造
っ

て
い
る
職
人
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

萩原　聖
と し き

己くん　（４歳）

父　貞明さん　母　友子さん
（東市来町長里）

■おかあさんから
　我が家の元気印です！
お姉ちゃん、お兄ちゃんと仲良く、元気
でたくましい男の子に成長していってね。

前原　摩
ま

穂
ほ

ちゃん　（５歳５カ月）

父　勝吾さん
（吹上町下与倉）

■じいじから
　大好きなカンパチの刺身、明太子ごは
ん。よく食べて、少しポッチャリお腹が
出て、きつ目のズボンを腰で着る。その
姿はこっけいで大笑い !! 摩穂の笑顔が家
族の幸せ !!
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　伊集院の市街地と妙円寺団地の間の城山トンネルの近く
に、石像の首が並んでいます。これは、この一帯にあった雪

せっ

窓
そういん
院という寺院の仁王像であったとされています。その隣に、
上が平坦になった大きな石があります。これは島津本家 16
代当主島津義久が、その上で髪を剃

そ
った剃髪石だと伝えられ

ています。
　島津氏の九州制覇が目前であった天正 15年（1587）、豊
臣秀吉が 20万ともいわれている大軍を率いて九州に侵攻し
てきました。善戦した島津軍でしたが、数に勝る秀吉軍に押
され、秀吉軍は川内川まで迫りました。徹底抗戦を主張する
家臣もいましたが、義久は降伏を決断しました。
　義久は、わずか 10数名の家臣を率いて秀吉の会見に向か
いました。その途中に母の菩提寺の雪窓院を訪れ、境内にあっ
た座禅石の上で髪を剃り、僧侶の姿になったと伝えられてい
ます。僧侶の姿になることで、秀吉に降伏の意思を示した義
久は、先祖由緒の領地である薩摩・大隅・日向の一部を領有
することができました。この様子は先頃、テレビの歴史番組
でも紹介されました。

『木
き

目
め

込
こみ

人形』

　
ぼ
く
の
夢
は
、
人
の
命
を
救
う

お
医
者
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
病
気
も
治
せ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

　
な
ぜ
、
お
医
者
さ
ん
に
な
り
た

い
か
と
い
う
と
、
小
さ
い
頃
、
ぼ

く
の
お
母
さ
ん
は
体
が
弱
く
て
、

何
回
も
病
院
で
治
療
を
受
け
て
い

た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
病
気
で

苦
し
む
人
は
か
わ
い
そ
う
だ
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
ぼ
く

も
、
そ
ん
な
患
者
さ
ん
た
ち
を
助

け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
ぼ
く
が
三

年
生
の
時
、
熱
中
症
で
入
院
し
ま

し
た
。
そ
の
時
、
子
ど
も
病
院
の

先
生
に
と
て
も
親
切
に
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
の
で
、
ぼ
く
も
そ
の

仕
事
に
つ
い
て
病
気
の
人
を
助
け

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
お
医
者
さ
ん
に
な
る
た
め
に
は

人
の
倍
以
上
勉
強
し
な
い
と
い

け
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
け
ど
、

ぜ
っ
た
い
に
あ
き
ら
め
な
い
で
夢

を
追
い
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

美
山
小
学
校
　
六
年
　
松
久
保
　
翔
太
く
ん

石神　崇
すう

子
こ
さん（71歳） 東市来町養母

　約 30年前にふと見かけて一目惚れしたのが
木目込人形との出会いでした。東市来に戻り、
時間に余裕ができるようになってから 10年間
作り続けています。江戸木目込全国作品展で賞
状と盾をいただきました。
　魅力はなんといっても美しいこと。作成して
から時を経ても、経過した時間の分だけさらに
美しさが染み込んでいく。作品が思い出として
残るということも魅力の一つだと思います。
　すてきな友達に囲まれながらこれからも自分の好きな作品を
作り続けていこうと思います。新しい技法がどんどん生み出さ
れるので、常に学ぶ気持ちを忘れずに楽しんでいきたいです。
木目込をしてみようと思う方、ご一緒に始めてみませんか。

70

　島
しま

津
づ

義
よし

久
ひさ

剃
ていはつ

髪石
いし

（伊集院地域）

伊集院小

伊集院駅

徳重神社

神之川

城
山
ト
ン
ネ
ル

か
け
が
え
の
な
い
命
を
助
け
た
い
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市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，４９３ 人（　１６）
　男　　　２４，１１９ 人（　１４）
　女　　　２７，３７４ 人（　 ２）
世帯数　　２２，６２７ 　（　 ６）
６月１日現在（　）は前月比
東市来地域　１２，４６４人
伊集院地域　２４，６５６人
日吉地域　　  ５，４６２人
吹上地域　　  ８，９１１人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「真剣な眼差し」
　６月５日、日吉地域でせっぺとべが行
われました。その中で披露された扇尾自
治会の「虚無僧 (こむそう )踊り」。子ど
もたちは真剣な眼差しで一生懸命踊りを
披露しました。
　「せっぺとべ」については次号でお知
らせいたします。

No.74 平成23年6月号
　　　　　　　　2011.6.2  4発行

上市来地区公民館
（東市来地域）

　
東
市
来
地
域
の
約
三
割
の
面
積

を
占
め
る
上
市
来
地
区
。鉾
之
原・

立
和
名
・
荻
・
北
山
・
上
床
・
田
代
・

梅
木・
元
養
母
の
八
自
治
体
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。六
百
二
十
六

世
帯
、千
四
百
四
十
九
人（
六
月
一

日
現
在
）が
暮
ら
し
、水
稲・茶・
ブ

ド
ウ・
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
が
栽
培
さ

れ
、自
然
豊
か
な
農
村
地
域
で
す
。

　
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
積

極
的
に
新
し
い
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

上
市
来
地
区
公
民
館
（
東
市
来
地
域
）

明
る
く
元
気
で
互
い
に
助
け
合
う
上
市
来
を

『
健
康
で　

夢
が
あ
り　

誇
れ
る

上
市
来
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

平
成
二
十
年
五
月
十
日
に
発
足
し
た

上
市
来
地
区
公
民
館
。
八
つ
の
専
門

部
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
各
自
治
会
の

結
束
も
固
く
、
地
域
活
性
化
に
積
極

的
な
地
域
で
す
。

　

専
門
部
活
動
で
は
、
産
業
振
興
部

で
地
域
の
特
産
品
づ
く
り
、
上
市
来

観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
の
企
画
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
市
来
地
区
に
は
三
つ
の
大
き
な

行
事
が
あ
り
ま
す
。春
に
は「
伊

勢
神
社
奉
納
棒
踊
り
」（
12
頁
掲
載
）。

夏
に
は
「
北
山
の
火
振
り
、
花
火
大

会
」。
秋
に
は
「
上
市
来
ふ
る
さ
と

豊
年
祭
り
」。
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
「
上
市
来
ふ
る
さ
と
豊
年
祭

り
」
で
す
。

　

祭
り
は
地
域
住
民
の
手
づ
く
り

で
、
保
育
園
児
、
小
中
学
生
、
一
般

の
方
が
日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る
文

化
作
品
の
屋
内
展
示
を
開
催
。
屋
外

で
は
、
農
作
物
の
品
評
会
・
即
売
会

を
は
じ
め
、
郷
土
芸
能
発
表
や
抽
選

会
も
あ
り
、
地
区
内
外
の
来
場
者
で

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
特
に
手
づ
く

り
の
甘
酒
・
養
母
汁
は
皆
さ
ん
に
大

変
好
評
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
一
丸
と
な
っ
て

▲谷山泰洋館長

▲大迫力の北山の火振り

▲豊年祭りで合奏を披露

多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
区
公
民
館
運
営
の
今
後
の
目
標

が
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は
、

地
域
の
活
力
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
る

こ
と
。
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
若

い
世
代
の
パ
ワ
ー
を
巻
き
込
み
、
地

域
全
員
が
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
そ
の
ま
と
ま
り
を
引
き
出
す
手

助
け
を
地
区
公
民
館
で
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
行
政
と
の
連
携
を
深

め
る
こ
と
。
行
政
に
頼
る
の
み
で
は

な
く
、
地
域
住
民
の
考
え
や
意
見
を

集
約
し
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

編
集
た

い
む

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
カ
月
。

未
だ
に
続
く
義
援
金
の
寄
付
訪

問
。
今
月
号
の
記
事
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
善

意
に
は
た
だ
た
だ
頭
が
下
が
る
ば

か
り
で
す
▼
自
分
に
も
何
か
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
と
思
い
、
自
分

な
り
に
始
め
た
「
コ
ン
ビ
ニ
お
釣

り
募
金
」
▼
恥
ず
か
し
な
が
ら
普

段
募
金
と
い
う
も
の
を
ほ
と
ん
ど

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
私
。
お
か

し
な
話
で
す
が
、
最
初
は
義
援
金

箱
に
お
釣
り
を
な
か
な
か
入
れ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
▼
今
日
こ
そ
は

と
決
心
し
、
お
釣
り
を
受
け
取
り

そ
の
ま
ま
義
援
金
箱
に
。
す
た
こ

ら
と
店
を
出
よ
う
と
す
る
私
を
呼

び
止
め
る
声
。
恐
る
恐
る
振
り
返

る
と
「
商
品
忘
れ
て
い
ま
す
よ
」

と
に
っ
こ
り
笑
顔
の
店
員
さ
ん
。

顔
が
耳
ま
で
真
っ
赤
に
な
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
▼
そ
ん
な
思
い

出
を
く
れ
た
「
コ
ン
ビ
ニ
お
釣
り

募
金
」
も
今
月
で
三
カ
月
目
。
ほ

ん
の
少
し
で
も
被
災
地
の
方
々
の

役
に
立
っ
て
い
れ
ば
い
い
な
と
▼

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
一

刻
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。


